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不 二 速 報 

 05年度第１回の学長交渉が、４月28日（木）２時から約２時間行

われました。その概要をご報告します。大学側の出席者は、天岸学

長、渡辺理事（総務担当）、佐藤理事（財務担当）、佐久間事務局

長、立原総務部長。組合側は、新旧三役はじめ約20名でした。 

 

１．組合３原則、事前協議・事前の情報提供など組合との関係につ

いて 

（学長）組合３原則は労働協約として締結しているので遵守した

い。 

 役員会などに諮る前に、組合と事前協議することはしない。（昨

年度、組合への情報提供がなされなかったとの指摘に）全学の会議

に出した時点で組合にも説明すべきだったと思う。 

 

２．教員定数５％削減について 

（学長）（組合が言う「静岡大学にとっての一番の資産である

「人」を大切にしてほしい」という点について）認識は違わない

が、教職員にも、教育・研究・地域貢献という静岡大学の役割を実

現する方向で、自己のレベルアップなどをやってもらいたい。 

 法人化直前の様々な経緯からポスト不足になった。静岡大学とし

て「何か」するために、５％削減をお願いした。いわば、欠員がか

なりあった以前の状態に戻しただけと認識している。「５％」は約

30名にあたる。理事職の新設、ＣＯＥ、法科大学院など法人化に伴

う新規の事業に使った。（詳細な説明あり） 

 

３．事務再編計画・人員削減について 

（学長）人員削減は財政上やむを得ない。事務再編は10月から実施

する。それに間に合わせるようやっている。これはいわゆるリスト

ラではない。ライン制を廃止してスタッフ制・グループ制導入し、

事務の効率化や官僚制の打破も狙っている。 

 

４．時間外労働について 

（事務局長）基本的認識は同じであり、削減の方向で努力してい

る。（具体策として、業務の見直し、人員の配置換え、管理職の意

識改革の３点を挙げた） 

（学長）実際、時間外労働についての管理職の意識は低い。これを
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まず改善したい。 

（事務局長）労使協定の遵守状況の実態調査については今後の事務折衝などを通じて検討し

たい。 

 

５．非常勤職員の待遇について 

（渡辺理事）非常勤職員の役割はそのように（組合が言うように）認識している。 

 パート職員間の賃金格差に関しては、適正とは思っていないので、引き下げで対応した

い。役員会で検討している。 

（学長）（世間相場に比べて）パートの賃金としては高すぎると認識している。その方向で

検討している。現実には難しいかもしれないが……。今後組合とも話をしたい。 

（事務局長）労働条件通知書の表記は変えたが、３年という大枠のなかで実質的な変更では

ない。今後事務折衝で詰めたい。 

 

６．給与５％削減問題について 

（佐藤理事）まだ検討していない。財政対応も要望しているが、具体的にはまだ何もない。

ただ、教職員給与の国家公務員準拠の考え方は（法人化後も）変わらない。 

 

７．事務系職員の定年延長・再雇用について 

（事務局長）検討中であり、作業を進めている。今後の交渉で組合とも話したい。面倒な問

題はあるが。 

                                                                      

          以上 

 

 組合としては、事前に文書で申し入れ、また事務折衝を重ねたにもかかわらず、「今後検

討したい」「これから協議したい」という趣旨の回答がかなり多く、いささか期待外れの感

を否めません。また、パート職員の賃金格差を「引き下げ」で統一するという渡辺理事の発

言は看過できません。その場で、絶対容認できない旨、伝えておきました。なお、組合への

情報提供、労使協定の遵守状況の調査、非常勤職員の待遇、事務系職員の定年延長・再雇用

などについては、これから、人事課長交渉などで詰めていく予定です。 

 組合では、執行委員会で今後の対応を協議し、近いうちに「不二速報」などでお知らせし

ます。                                  （根本） 
 

 

 
静岡 

５月１日、第７６回静岡県中央メーデーが駿府公園

やすらぎの塔前で開かれました。快晴、微風という好

天のもと、ＯＢの林さん（教育）を含めて１９名の参

加がありました。 
今年のメーデースローガンは「働くものの団結で生

活と権利を守り、平和と民主主義、中立の日本をめざ

そう」です。今年は１日が日曜日ということで同じ駿

府公園内では連合の家族サービス的なメーデー集会も

開かれていました。私たちの集会は例年のように実行委員長のあいさつから始まり、各種団

体の来賓あいさつに続き、小泉首相の無能ぶりを示す寸劇、コント、音楽などが披露されま

した。その後、プラカード等のコンクールの審査発表、表彰が行われました。ずっと昔、書
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記局でプラカードやら看板、雨傘に要求事項をたくさん書いた記憶がよみがえりました。特

別決議として「争議の全面勝利」、「年金・介護保険制度改悪、消費税増税反対」、「憲

法・教育基本法改悪を許さない」３本の特別決議、最後に「メーデー宣言」を採択して集会

を閉じました。デモ行進は七間町から東映前を左折、青葉公園を呉服町までもどって、市役

所前で流れ解散です。 

そして、駿府公園にもどって、昼食をとりながらビールも入れて、自己紹介、組合に期待

することなどを参加者の皆さんから一言ずついただき、無事にメーデーを終了しました。参

加者の皆さん、本当にご苦労様でした。（参加者19名）             （谷） 
 

浜松  
 ５月１日、久しぶりにメーデーに参加しました。日曜日だったので多少億劫な気持ちもあ

りましたが、この時期は毎日授業があるから平日なら参加できなかったな・・という思いも

片方に。 

 朝、研究室で一仕事してから、徒歩で会場の浜松城公園へ。鞄をぶら下げて、まるで通勤

帰りの風情です(会場に着いてから、他の参加者たちにそう冷やかされました)。薄曇りで暑

くも寒くもなく、絶好の散歩日和でした。公園にはツツジが咲き乱れ、目を楽しませてくれ

ました。 

 さて、会場に着くとすでに挨拶が始まっていました。次々と続く挨拶や連帯の呼びかけ。

ただ突っ立って聞いている方は、結構疲れます。今年の特徴は、春闘よりも「憲法改悪反

対」に力点が置かれていることのように感じられました。確かに、景気回復や福祉の充実も

必要なんだけれど、平和であることはすべての基盤だから、それが脅かされつつある以上、

憲法改悪反対は最優先課題ですね。私は大いに共感しました。 

 改憲論者たちはよく言います。「現実を見ろ。軍隊を持たない国なんて、他のどこにもな

いぞ・・」しかし、もっと現実をよく見れば、軍事力で真の平和が達成されたことなぞ、こ

れまでの人類の歴史で一度もないですね。ただの一度も。 

 日本でも、かつて「お国のために戦って死ね！」と国民が言われたことはあっても、軍隊

が国民の生命・財産をしっかり守ったことは一度もありません。作戦の足手まといになるか

らと、弱者を切り捨てたことはありましたが。 

 テロと戦うため・・？戦うから、軍事力で抑圧するから、テロが続くんです。米国は、イ

ランその他でそれを証明しました。テロリズムは、追いつめられた側の絶望の極限的な表現

です。絶望的な状況があるから、テロに参加する人間が絶えないし、支援組織も残る。この

状況を変え得るのは、決して軍事力ではありません。 

 思うに、現代日本に平和憲法があることは、今の情けない日本で世界に誇り得る数少ない

事象の一つでしょう。平和憲法こそ、２１世紀の世界が目指すべき方向を先取りしているか

らです。これを改悪させてなるものですか。 

 かつて日本では「学徒動員」がありました。前途有為な若者たちが、多数戦場に散りまし

た。いま、私たちが教えている学生たちを戦場に送り出すような道を、決して開かせてはな

らない、これぞ大学に働く者の務めであると、思いを新たにしたメーデーでした。（松田） 

「スマトラ沖地震・津波募金」にご協力ありがとうございました。 

 
 新潟中越地震救済募金に引き続いて、昨年末の「スマトラ沖地震・津波募金」にも多

くの方々のご協力を得ました。募金総額は９４，６００円。日本ユニセフ協会を通じて

被災地に送り、お礼状も届きました。現地では３月２８日にも再度地震に見舞われまし

たが、世界各地からの募金により子どもたちも学校へ戻りつつあり、学用品や医療品、

安全な水などをとどけているとあります。みなさま、ありがとうございました。 



 
 

◆厚生部からのお知らせ 
厚生部では、「ランチタイム・チャット」の企画を募集して

います。専門性は全く問わず、みなさまが日常的に実践され

ているちょっとヨイコトや趣味などについて、昼食をとりな

がら楽しくおしゃべりしませんか？ 

こんな話題に関心がある、あるいは「達人」の○○さんにこ

ういう話を聞きたいなど、リクエストを書記局（静岡･浜

松）または厚生部・小西潤子 ejkonis@ipc.shizuoka.ac.jp ま
で、どしどしお寄せください。 

 
◆２００５年 原水爆禁止国民平和大行進 

下記日程で行われます。旅費規程に従って旅費等を支給い

たしますので、参加された方は書記局までお知らせ下さ

い。 
 
５月２４日（火） 

9：00集合 9：30出発 清水区役所～草薙駅11：30 
13：00集合 13：30出発 ルーテル・ひかり教会（静鉄古庄駅ちかく） 

           ～北街道～静岡市青葉公園16：30 
５月２５日（水） 

8：30集合 9：00出発 静岡市青葉公園～みずほ公園11：20 
13：00集合 13：30出発 焼津市弘徳院～途中バス 

           ～大井川静浜基地～上小杉団地公園17：20 
５月２８日（土） 

8：30集合 9：00出発 掛川市役所～袋井市役所11：30 
13：00集合・出発 袋井市役所～磐田市役所～コープ国府台17：00 
 

５月２９日（日） 

9：30集合 10：00出発 JR天竜川駅前・六所神社～浜松市役所12：20 
13：30～14：30 「浜松LOVE＆PEACE」 

            （浜松城公園・石舞台 雨天時Uホール）  

５月３０日（月） 

8：40集合 9：00出発 高塚駅周辺･熊野神社～舞阪町民センター11：50 
12：20集合 12：50出発 舞阪町民センター～新居町役場 

                 ～鷲津駅前ひまわり公園16：50 
５月３１日（火） 

8：40集合 9：00出発 鷲津駅前ひまわり公園～湖西市役所 

                    ～湖西上ノ原公園11：30

（愛知県への引継ぎ集会12：15～12：45） 

※問い合わせ先 原水爆禁止静岡県協議会 054-253-1854 

組合からのお知らせ 

◆第107回定期大会 
 

教職員組合の定期大会を 

下記の通り開きます。 

・日時：６月３０日（木） 

    １６：００～ 

・場所：静岡キャンパス 

 ◆ご注意◆ 給与明細票をご確認ください。 
  ４月・５月の給与支給に、一部誤りがあったようです。あなたの分は大丈夫ですか！？ 

  もう一度、明細票を確認しましょう。 
     
      たとえば････ 通勤手当は支給されていますか？ 

             扶養手当はいかがですか？ 

             所得税等控除は適正ですか？ 

誰でも出席できます！ 

---布川研究室からのお知らせ--- 
 
日時：６月１４日（火）５･６時限 

     (１２：４５から４：４５) 
場所：共通教育Ａ棟 

  「労働経済論Ⅰ」の講義に首都圏青年ユニ

オン･静岡青年ユニオンの菅原良子さんがこ

られ、不安定雇用の実態と職場別労働市場に

むけた動きをはなされます。 

  関心のある方はどうぞ、ご出席ください。 

「青年ユニオン」とは？―詳しくは布川研究室

におたづねください。― 

派遣やパート･アルバイトなどといった不

安定な雇用状態にいる若者たちが、自分た

ちの労働条件を良くしていこうとあつま

り、従来の企業別組合とは違った労働組合

を各地域に作りました。静岡でも０４年１

２月に「静岡青年ユニオン」が結成されま

した。 

 現在、静岡県評や自治労連の支援をもと

に活動しています。 

・布川日佐史 E-mail  
 hfukawa@hss.shizuoka.ac.jp 

・静岡青年ユニオン  

 http://www.geocities.jp/sz_seinenunion/ 


